
Title 「センチメンタリズム」から「朗らか」へ : 堀正旗
『アルト・ハイデルベルク』受容と宝塚

Author(s) 松本, 俊樹

Citation 演劇学論叢. 2015, 14, p. 118-139

Version Type VoR

URL https://doi.org/10.18910/97431

rights

Note

Osaka University Knowledge Archive : OUKA

https://ir.library.osaka-u.ac.jp/

Osaka University



本
論
で
は
、
宝
塚
少
女
歌
劇
に
お
い
て
「
ド
イ
ツ
物
」
の
創
作

(1) 

を
主
に
行
っ
た
劇
作
家
兼
演
出
家
、
堀
正
旗
の
処
女
作
『
思
ひ
出
j

お
よ
び
そ
の
後
の
作
品
か
ら
マ
イ
ヤ
ー
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
の
戯
曲

『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
受
容
過
程
を
検
討
す
る
。
一
九

0
一
年
に
ベ
ル
リ
ン
で
初
演
さ
れ
た
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」

は
、
一
九
一
三
年
に
坪
内
逍
遥
の
文
芸
協
会
に
よ
り
「
思
ひ
出
」

の
題
で
日
本
初
演
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
も
一
九
二
四
年
、
そ
し
て

一
九
二
六
年
に
築
地
小
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
な
ど
、
再
演
が
重
ね

ら
れ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
文
化
の
影
響
が
強
か
っ
た
旧
制
高
校
の

卒
業
生
を
中
心
に
、
戦
前
期
の
日
本
に
お
い
て
広
く
親
し
ま
れ
た

戯
曲
で
あ
る
。

一
九
二

0
年
、
堀
は
文
芸
協
会
同
様
『
思
ひ
出
』
の
題
で
こ
の

戯
曲
の
翻
訳
劇
を
宝
塚
少
女
歌
劇
で
上
演
し
た
。
ま
た
、
後
に
は
『
ア

は
じ
め
に

ー

堀

正

旗

の

ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
モ
チ
ー
フ
を
応
用
し
た
『
ユ
ン
グ
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
や
『
青
春
』
と
い
っ
た
作
品
を
発
表
し
て
お
り
、

「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
が
彼
に
与
え
た
影
響
の
強
さ
を
示

唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
堀
は
旧
制
第
＿
―
-
高
等
学
校
の
出
身
で
あ
り
、

旧
制
高
校
文
化
の
影
響
も
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

本
論
文
で
は
、
文
芸
協
会
で
の
上
演
に
用
い
ら
れ
た
松
居
松
葉

訳
に
よ
る
『
思
ひ
出
』
台
本
と
堀
に
よ
る
宝
塚
版
『
思
ひ
出
」
台

本
を
比
較
す
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
堀
の
＝
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
』
受
容
を
検
討
す
る
。
ま
た
、
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』

と
い
う
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
モ
チ
ー
フ
を
応
用
し

た
作
品
か
ら
更
な
る
堀
、
そ
し
て
宝
塚
の
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
」
受
容
を
検
討
し
た
い
。
堀
が
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
』
と
い
う
作
品
に
何
を
見
、
そ
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
宝
塚
の
舞

台
で
何
を
描
こ
う
と
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
『
ア
ル

ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
と
い
う
作
品
の
性
格
の
み
な
ら
ず
、
戦

前
期
に
お
け
る
宝
塚
と
い
う
舞
台
芸
術
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る

『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
受
容
と
宝
塚
I

「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」

か
ら

「
朗
ら
か
」

ヘ

松

本

俊

樹
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『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
は
一
九

0
一
年
、
ベ
ル
リ
ン
で

初
涼
さ
れ
た
。
原
作
者
マ
イ
ヤ
ー
・
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
が
一
八
九
九

年
に
著
し
た
小
説
『
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
」
を
戯
曲
化
し
た

(2) 

も
の
で
、
概
略
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

舞
台
は
陰
鬱
な
カ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
の
宮
廷
か
ら
始
ま
る
。
宮
廷

で
は
公
子
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
ヘ
の
遊

学
に
向
け
て
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
は
厳
格
な
宮
廷
で
育
て
ら
れ
て
お
り
、
教
育
係
の
ユ
ト
ナ
ー
博

士
の
自
由
主
義
的
な
教
育
も
上
手
く
い
っ
て
は
い
な
い
。
ユ
ト
ナ
ー

博
士
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
か
つ
て
学
ん
で
い
た
こ
と
が
あ
り
、

カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
共
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
ヘ
向
か
う
こ

と
を
喜
ぶ
が
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で
も
宮
廷
同
様
の
規
則
通
り
の

形
式
ば
っ
た
生
活
を
強
要
さ
れ
る
と
知
り
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
へ

の
同
行
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
が
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の

た
っ
て
の
願
い
で
同
行
す
る
こ
と
に
す
る
。
（
一
幕
）

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
ネ
ッ
カ
ー
川
の
ほ
と
り
の
リ
ュ
ー
ダ
ー
の

第
一
章

日
本
に
お
け
る
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
受
容

|
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
と
「
青
春
」

1

J

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

宿
屋
の
庭
で
は
、
宴
会
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
学
生
た
ち
は

学
生
団
を
各
々
構
成
し
て
お
り
、
宴
会
を
始
め
る
。
看
板
娘
の
ケ
ー

テ
ィ
は
多
く
の
学
生
に
言
い
寄
ら
れ
、
宿
屋
の
居
酒
屋
は
騒
々
し

く
な
る
。
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
ユ
ト
ナ
ー
博
士
に
同
行
し

た
近
侍
の
ル
ッ
ツ
は
こ
の
あ
り
さ
ま
を
見
て
、
公
子
の
下
宿
に
相

応
し
く
な
い
と
考
え
、
別
の
栢
に
変
更
さ
せ
よ
う
と
す
る
が
、
そ

の
う
ち
に
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
ケ
ー
テ
ィ
に
惹
か
れ
リ
ュ
ー

ダ
ー
の
徊
屋
に
下
宿
す
る
こ
と
と
す
る
。
ュ
ト
ナ
ー
博
士
が
ワ
イ

ン
を
飲
ん
で
酔
う
う
ち
に
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
ケ
ー
テ
ィ

は
互
い
に
愛
し
合
う
よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
デ
ー
ト
レ
フ
ら
ザ
ク

セ
ン
団
の
学
生
に
誘
わ
れ
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
学
生
団

の
う
ち
の
一
っ
、
ザ
ク
セ
ン
団
に
入
団
す
る
。
（
二
幕
）

四
か
月
後
、
場
所
は
リ
ュ
ー
ダ
ー
の
宿
屋
の
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
の
部
屋
。
時
間
は
午
前
五
時
。
ル
ッ
ツ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
で
の
生
活
に
不
満
を
も
ら
し
て
い
る
と
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
た
ち
が
戻
っ
て
く
る
。
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
規
則
通
り
の
生

活
に
と
ら
わ
れ
ず
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
学
生
団
の
仲
間

た
ち
ゃ
ケ
ー
テ
ィ
ら
と
遊
び
ま
わ
っ
て
い
た
。
宮
廷
で
囚
わ
れ
の

身
同
然
の
生
活
だ
っ
た
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
で
初
め
て
自
由
の
愉
し
さ
、
青
春
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ
た

の
で
あ
る
。
疲
れ
切
っ
た
ユ
ト
ナ
ー
博
士
や
仲
間
た
ち
が
帰
っ
た

後
、
団
の
使
用
人
の
ケ
ラ
ー
マ
ン
が
部
屋
に
残
っ
て
い
る
の
見
て
、
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カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
ケ
ー
テ
ィ
か
ら
彼
の
身
の
上
を
聞
き
、

自
ら
が
大
公
に
な
っ
た
暁
に
は
、
ケ
ラ
ー
マ
ン
を
宮
廷
の
給
仕
長

に
す
る
と
約
束
す
る
。
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
ケ
ー
テ
ィ
に

二
人
だ
け
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
町
中
を
馬
車
で
回
ろ
う
と
す
る

が
、
そ
こ
に
カ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
か
ら
国
務
卿
が
到
着
し
、
伯
父
の

大
公
が
危
篤
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
さ
れ
、
カ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
に
戻

る
こ
と
を
求
め
ら
れ
る
。
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は
そ
れ
を
拒

絶
す
る
が
、
国
務
卿
か
ら
公
子
、
そ
し
て
未
来
の
大
公
と
し
て
の

任
務
が
あ
る
こ
と
を
諭
さ
れ
、
戻
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
（
三
幕
）

二
年
後
、
再
び
カ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
の
宮
廷
。
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
が
戻
っ
た
後
、
大
公
は
亡
く
な
り
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

が
大
公
を
継
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
残
っ
た
ユ

ト
ナ
ー
博
士
も
既
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
大
公
と
な
っ
た
カ
ー
ル
・

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
学
生
時
代
の
よ
う
な
覇
気
は
最
早
な
く
、
愛
想

も
な
い
人
物
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
は

既
に
婚
礼
が
決
ま
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
は
愛
の
な
い
結
婚
で
あ
る
。

そ
こ
ヘ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
か
ら
ケ
ラ
ー
マ
ン
が
や
っ
て
来
る
。
彼

は
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
の
約
束
を
憶
え
て
い
て
、
カ
ー
ル

ス
ブ
ル
ク
ヘ
や
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

は
ケ
ラ
ー
マ
ン
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
現
況
を
訊
ね
る
が
、
最
早

仲
間
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
知
ら
さ
れ
る
だ
け

で
あ
っ
た
。
一
方
で
、
リ
ュ
ー
ダ
ー
や
ケ
ー
テ
ィ
ら
は
ハ
イ
デ
ル

別
れ
る
の
で
あ
っ
た
。

ベ
ル
ク
に
残
っ
て
い
る
こ
と
を
聞
き
、
急
速
ル
ッ
ツ
に
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
行
の
同
行
を
求
め
る
の
で
あ
っ
た
。
（
四
幕
）

再
び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
リ
ュ
ー
ダ
ー
の
宿
屋
の
庭
。
リ
ュ
ー

ダ
ー
は
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
迎
え
る
宴
会
の
準
備
を
行
っ

て
い
る
。
学
生
た
ち
は
既
に
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
い
、
ま
た
、
学

生
た
ち
の
気
分
も
以
前
と
は
変
わ
っ
て
し
ま
い
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ

ン
リ
ッ
ヒ
が
期
待
す
る
よ
う
な
こ
と
、
す
な
わ
ち
再
び
学
生
た
ち

と
騒
ぐ
よ
う
な
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
宴
会
の
場
で
、
二
人
だ

け
残
っ
た
仲
間
や
新
し
い
学
生
と
歓
談
す
る
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ

ヒ
だ
っ
た
が
、
皆
ど
こ
か
よ
そ
よ
そ
し
く
、
か
つ
て
の
青
春
の
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ク
は
も
は
や
存
在
し
な
い
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る

だ
け
で
あ
っ
た
。
山
も
川
も
街
も
変
わ
ら
な
い
が
、
人
間
だ
け
は

変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
ケ
ー
テ
ィ
が

入
っ
て
く
る
。
ケ
ー
テ
ィ
だ
け
は
変
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
二
人

は
抱
き
合
い
、
思
い
出
を
語
る
が
、
ケ
ー
テ
ィ
も
ま
た
、
ウ
ィ
ー

ン
に
住
む
従
兄
弟
と
結
婚
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

美
し
い
青
春
は
短
い
と
語
る
ケ
ー
テ
ィ
。
そ
し
て
、
二
人
は
互
い

を

忘

れ

な

い

と

誓

い

合

い

、

（

五

幕

）

初
演
時
に
ベ
ル
リ
ン
大
学
講
師
と
し
て
ド
イ
ツ
に
在
住
し
て
お

り
、
一
九

0
二
年
―
一
月
に
帰
国
し
た
後
、
京
都
の
日
出
新
聞
で

『あ

A京
都
』
と
題
し
た
翻
案
小
説
を
掲
載
し
た
厳
谷
小
波
は
「
ア
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ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
は
ベ
ル
リ
ン
座
で
二
百
回
の
ロ
ン
グ

(3) 

ラ
ン
上
演
を
行
っ
て
い
た
と
記
述
し
て
お
り
、
評
判
の
作
品
だ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
文
芸
協
会
初
演
の
際
に
台
本
を
翻
訳

し
た
松
居
松
葉
は
数
年
の
う
ち
に
ラ
テ
ン
系
諸
語
や
英
語
に
も
翻

(
4
)
 

訳
さ
れ
た
と
語
っ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
厳
谷
小
波
は
一
九
〇

三
年
に
日
出
新
聞
紙
上
に
『
あ
、
京
都
』
と
題
す
る
翻
案
小
説
を

(
5
)
 

掲
載
し
た
。
こ
の
作
品
は
原
作
と
趣
が
か
な
り
異
な
る
も
の
だ
っ

た
よ
う
だ
が
、
曲
が
り
な
り
に
も
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」

が
日
本
語
で
紹
介
さ
れ
た
最
初
期
の
事
例
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九

1
0
年
に
は
川
上
音
二
郎
一
座
が
大
阪
帝
国
座
で
『
新
国
王
』
と

題
し
た
翻
案
作
品
を
上
演
し
た
。
こ
の
作
品
は
一
幕
五
場
の
作
品

で
、
朝
鮮
の
王
子
が
新
し
い
思
想
や
自
由
な
空
気
を
吸
収
す
る
為
、

京
都
帝
大
へ
留
学
し
、
鴨
川
沿
い
の
青
柳
亭
と
い
う
料
理
屋
の
娘
、

お
花
と
恋
に
落
ち
る
と
い
う
内
容
で
あ
っ
た
。
翻
案
で
場
所
や
人

名
な
ど
は
変
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
原
作
の
筋
立
て
と
大
き
く
変

わ
る
と
こ
ろ
は
な
か
っ
た
。

『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
が
初
め
て
翻
訳
上
演
さ
れ
た
の

は
一
九
一
三
年
二
月
の
文
芸
協
会
第
五
回
公
演
で
の
上
派
で
あ
る
。

台
本
を
翻
訳
し
た
松
居
松
葉
は
こ
の
作
品
に
『
思
ひ
出
」
と
い
う

題
を
付
け
た
。
坪
内
逍
遥
は
こ
の
作
品
の
上
演
に
当
た
り
「
こ
の

芝
居
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
頗
る

(6) 

快
く
行
わ
れ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。
こ
れ
は
、
第
一
幕
、
第
四
幕

で
描
か
れ
る
カ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
の
宮
廷
に
お
け
る
陰
鬱
な
生
活
を

ブ
ラ
ッ
ク
、
第
二
幕
、
第
三
幕
で
描
か
れ
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
で

の
大
学
生
活
の
明
る
さ
を
ホ
ワ
イ
ト
と
擬
え
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
日
本
に
お
け
る
初
め
て
の
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
」
上
演
は
成
功
し
た
と
は
言
え
な
い
状
況
だ
っ
た
。
文
芸
協

会
の
従
来
か
ら
の
観
客
で
あ
る
イ
ン
テ
リ
か
ら
は
頗
る
不
評
だ
っ

た
の
で
あ
る
。
『
演
芸
画
報
』
な
ど
に
は
識
者
か
ら
多
く
の
批
判
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
に
そ
の
例
を
挙
げ
た
い
。

「
思
ひ
出
」
は
思
ひ
切
っ
て
甘
い
物
で
す
ね
え
。
（
中
略
）
原
作

者
マ
イ
エ
ル
・
フ
エ
ス
テ
ル
氏
も
、
ド
イ
ツ
で
は
二
流
ど
こ
の

作
家
だ
さ
う
で
、
文
藝
協
會
と
も
云
は
れ
る
劇
圃
が
、
選
り
に

選
つ
て
か
う
い
ふ
文
藝
上
の
債
値
の
少
い
戯
曲
を
出
す
の
は
、

決
し
て
名
巻
な
話
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
。
「
故
郷
」
の
結
末
に

筆
を
加
へ
て
、
一
篇
の
精
神
を
愛
へ
て
ま
で
、
強
ひ
て
豫
定
の

興
行
を
遂
行
し
よ
う
と
し
た
の
は
つ
ひ
こ
の
間
の
事
だ
の
に
、

今
ま
た
か
う
い
ふ
物
を
出
さ
れ
る
と
、
末
は
ど
う
な
る
事
か
と

(
7
)
 

心
配
で
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
清
見
陸
郎
が
『
派
芸
画
報
』
一
九
―
―
―
一
年
三
月
号
に
投
稿
し

た
論
稿
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
が
二
流
作
家
で
あ
る

と
断
じ
た
上
で
、
こ
の
よ
う
な
文
芸
上
の
価
値
が
少
な
い
作
品
を
文
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芸
協
会
が
上
演
し
た
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
秋
田
雨
雀
は
『
ア
ル

ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
に
対
し
て
更
に
批
判
的
で
あ
る
。
そ
し
て
、

逍
遥
が
こ
の
作
品
を
「
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
」
と
評
し
た
こ

と
に
対
し
て
も
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
達
は
公
子
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
ケ
イ
テ
イ
と
の
編
心
愛
に
就
い
て

二
人
の
男
女
は
何
れ
位
の
自
覺
の
程
度
に
達
し
て
ゐ
る
か
を

見
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
A

へ
束
る
と
こ
の
脚
本
は
最
も
憐

む
べ
き
低
級
藝
術
の
範
園
を
脱
し
て
ゐ
な
い
こ
と
が
解
る
。
（
中

略
）
坪
内
博
士
が
此
芝
居
が
雖
色
で
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ン
ド
ホ
ワ
イ

ト
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
明
快
に
行
く
と
い
つ
て
称
揚
さ
れ
た

の
は
、
箪
に
従
来
の
芝
居
に
よ
く
あ
る
徒
ら
な
プ
ロ
ッ
ト
や
イ

ン
ト
リ
ン
グ
（
た
く
み
ご
と
）
の
な
い
と
い
ふ
こ
と
を
意
味
さ
れ

た
も
の
、
と
思
ふ
が
、
其
代
り
近
代
の
藝
術
に
は
内
部
的
に
心

理
的
に
無
限
に
複
雑
に
、
無
限
に
争
闘
を
経
て
行
か
な
け
れ
ば

な
い
の
で
あ
る
（
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
？
筆
者
注
）
。

そ
し
て
見
と
箪
に
外
部
的
の
構
途
が
簡
箪
で
あ
る
が
故
に
そ

れ
が
勝
れ
た
藝
術
で
あ
る
と
は
い
へ
な
い
謁
で
は
な
か
ら
う

(
8
)
 

か
と
思
う
。

雨
雀
は
二
人
の
恋
に
自
覚
が
無
く
、
心
理
的
な
複
雑
さ
が
無
い
と
批

判
し
て
お
り
、
更
に
こ
の
作
品
の
「
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
」

と
い
う
特
性
を
「
単
純
さ
」
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
作
品
構
造
の
単

純
さ
か
ら
優
れ
た
芸
術
で
は
な
い
と
評
し
て
い
る
。

清
見
や
雨
雀
の
評
価
を
ま
と
め
る
と
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
」
は
そ
の
内
容
が
単
純
で
甘
く
、
芸
術
的
価
値
は
な
い
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
評
価
は
『
派
芸
画
報
」
に
掲
載
さ
れ
た
ニ

つ
の
劇
評
に
留
ま
ら
な
い
。
黒
田
鵬
心
は
自
ら
の
随
筆
集
『
青
山

よ
り
」
に
次
の
よ
う
な
評
論
を
収
め
て
い
る
。

（
前
略
）
既
に
評
判
に
な
っ
て
ゐ
る
通
り
、
此
の
芝
居
は
日
本
で

云
へ
ば
「
不
如
蹄
」
と
か
「
金
色
夜
叉
」
の
様
な
も
の
で
、
ホ

ン
の
餘
興
に
で
も
見
る
べ
き
も
の
だ
。
面
白
い
に
は
違
ひ
な
い

が
、
近
代
の
文
藝
と
云
ふ
様
な
事
と
は
殆
ん
ど
没
交
渉
で
あ

る
。
従
っ
て
何
も
こ
れ
を
演
ず
る
の
に
、
我
が
國
最
高
尚
の
劇

(9) 

圃
た
る
文
藝
協
會
諸
氏
の
手
を
煩
は
す
に
は
及
ば
な
い
。

黒
田
鵬
心
も
ま
た
、
清
見
陸
郎
同
様
、
こ
の
作
品
の
文
芸
的
価
値
の

低
さ
を
指
摘
し
、
文
芸
協
会
で
上
演
す
る
必
要
は
無
い
と
断
じ
て
い

る
。
し
か
し
、
鵬
心
は
同
時
に
こ
の
作
品
を
観
劇
し
て
以
下
の
よ
う

な
感
想
も
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
思
ひ
出
」
で
何
よ
り
面
白
か
っ
た
の
は
、
二
幕
目
の
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ビ
學
生
生
活
で
あ
っ
た
。
ビ
ー
ル
の
盃
を
あ
げ
て
歌
を
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う
た
ふ
と
こ
ろ
は
一
高
時
代
を
強
く
「
思
ひ
出
」
さ
し
め
た
。

本
郷
カ
フ
ェ
や
オ
ブ
ス
ト
や
パ
ラ
ダ
イ
ス
な
ど
で
ビ
ー
ル
を

飲
ん
だ
り
、
寮
歌
を
合
唱
し
た
の
は
、
も
う
六
七
年
前
に
な
っ

て
了
っ
た
。
自
分
で
は
若
い
（
と
思
ひ
な
が
ら
、
い
つ
し
か

學
生
時
代
の
血
は
薄
ら
ぎ
か
け
て
ゐ
る
の
だ
。
そ
れ
が
あ
の
二

幕
目
を
見
て
再
び
湧
い
て
き
た
。
あ
、
も
う
一
度
一
高
生
活
が

し
て
見
た
い
ー
イ
ヤ
そ
ん
な
事
を
願
ふ
よ
り
も
獨
逸
へ
行

(10) 

つ
て
彼
等
の
仲
間
へ
入
っ
て
見
た
い
。

そ
の
芸
術
的
価
値
は
認
め
な
い
も
の
の
、
鵬
心
は
こ
の
作
品
か
ら
学

生
時
代
、
青
春
の
思
い
出
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
鵬
心
が

こ
こ
で
「
一
高
時
代
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
旧

制
高
校
は
ド
イ
ツ
文
化
の
牙
城
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

旧
制
高
校
文
化
と
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
』
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
に
依
岡
隆
児
の
「
旧
制

高
校
か
ら
み
た
「
青
春
」
概
念
の
形
成
」
が
あ
る
。
依
岡
は
旧
制

高
校
に
お
け
る
ド
イ
ツ
語
教
育
の
重
視
や
学
生
と
ド
イ
ツ
人
講
師

と
の
交
流
な
ど
に
言
及
し
た
上
で
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」

に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
旧
制
高
校
で
愛
さ
れ
、
こ
れ
を
振
り
返
る
と
き

に
代
名
詞
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、
い
わ
ば
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
的

作
品
と
し
て
受
容
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
あ
ま
り
、
い
ま

だ
そ
の
イ
メ
ー
ジ
も
定
か
で
な
か
っ
た
日
本
の
「
青
春
」
が
「
ア

ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
風
に
加
工
さ
れ
た
と
も
言
え
る
か

も
し
れ
な
い
。
各
地
の
旧
制
嵩
校
で
こ
の
作
品
へ
の
言
及
が
あ

る。
旧
制
高
校
出
身
者
た
ち
は
そ
の
青
春
を
懐
か
し
む
と
き
、
よ

く
「
あ
あ
懐
か
し
の
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
…
…
」
と
い
っ

た
言
い
方
を
す
る
。
そ
の
劇
を
懐
か
し
ん
で
い
る
と
い
う
よ

り
、
母
校
自
体
が
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
に
な
っ
て

い
る
よ
う
で
す
ら
あ
る
。
ド
イ
ツ
語
で
「
ア
ル
ト
」
は
「
古
い
」

と
い
う
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
懐
か
し
の
」
と
い
っ
た
ニ
ュ

ア
ン
ス
だ
。
青
春
時
代
を
過
ご
し
た
土
地
へ
の
愛
着
と
そ
の
今

や
取
り
返
す
こ
と
も
か
な
わ
ぬ
青
春
を
哀
惜
す
る
と
い
う
思

い
が
こ
め
ら
れ
て
い
詞
。

旧
制
高
校
の
学
生
、
そ
し
て
旧
制
高
校
か
ら
更
に
帝
大
に
進
学
し
た

学
生
に
と
っ
て
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
は
単
な
る
憧
れ

の
外
国
戯
曲
と
い
う
よ
り
は
そ
れ
以
上
の
も
の
で
、
自
ら
の
学
生
生

活
と
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ヒ
や
周
囲
の
学
生
た
ち
の
生
活
を
同
一
視

す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』

の
物
語
は
自
ら
の
青
春
の
記
憶
と
一
体
化
し
た
の
で
あ
る
。

鵬
心
は
初
演
観
劇
時
に
既
に
一
高
も
東
京
帝
大
も
卒
業
し
て
い
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あ
の
芝
居
が
東
京
の
有
築
座
の
舞
蓋
に
か
f

っ
た
の
は
、
自

た
。
あ
く
ま
で
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
は
学
生
生
活
を

思
い
出
さ
せ
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
方
で
、
高
校
や
大
学

に
在
籍
し
て
い
た
時
期
に
こ
の
初
演
、
ま
た
は
芸
術
座
や
築
地
小

劇
場
等
の
他
の
劇
団
に
よ
る
再
演
を
観
劇
し
た
り
、
戯
曲
を
読
ん

だ
り
し
た
人
々
に
は
そ
れ
以
上
に
強
烈
な
印
象
を
残
し
た
の
で

あ
っ
た
。
彼
ら
に
と
っ
て
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
物

語
は
自
ら
の
青
春
と
一
体
だ
っ
た
。
一
八
九
二
年
生
ま
れ
で
、
黒

田
鵬
心
同
様
旧
制
一
高
出
身
の
秦
豊
吉
は
『
青
春
蜀
逸
男
』
で
、

日
本
で
初
め
て
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
の
芝
居
を
や

っ
た
時
分
、
僕
は
一
高
の
學
生
だ
っ
た
が
、
松
井
須
磨
子
の
ケ

エ
テ
イ
の
甘
い
鼻
磐
に
浮
か
さ
れ
て
、
あ
の
學
生
の
合
唱
は

「
あ
あ
玉
杯
」
と
一
緒
に
寄
宿
寮
で
も
盛
に
歌
は
れ
た
も
の
だ
。

こ
の
芝
居
の
若
い
純
情
は
、
決
し
て
今

H
で
も
人
気
は
失
は
れ

(12) 、。

な
し

と
語
り
、
一
九
ニ
―
年
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
た
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
一
八
八
九
年
生
ま
れ
で
旧
制
一
高
出
身
の
柳
沢
健
も
『
世

界
の
花
束
』
で
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
滞
在
の
際
の
感
想
や
「
ア
ル
ト
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

分
の
東
大
時
代
だ
っ
た
。

（
中
略
）
分
け
て
、
本
郷
切
通
し
の
江
知
勝
な
ぞ
で
友
人
な
ど

と
飲
み
食
い
す
る
折
に
は
、
自
分
が
始
め
な
け
れ
ば
必
ず
誰

か
ゞ
始
め
た
も
の
だ
。
|
|
『
時
は
春
、
虐
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ヒ
、
そ
し
て
わ
れ
等
は
若
い
！
」
。
さ
て
は
、
『
：
…
•
ま
だ
十
時

か
？
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ビ
で
は
み
ん
な
が
集
つ
て
リ
ュ
ー
ダ
ー

の
庭
で
飲
み
始
め
て
い
る
！
』
。
そ
れ
と
も
、
「
こ
A

で
は
何
も

欺
も
が
髪
つ
て
し
ま
っ
た
。
髪
ら
な
い
の
は
、
ケ
ッ
テ
イ
ー
、

お
ま
え
許
り
だ
！
』
…
…
等
々
々
。

ぁ
＼
、
そ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
を
、
自
分
は
ど
ん
な
に
遣
る

せ
な
い
氣
持
で
そ
の
後
も
東
京
か
ら
想
い
遣
っ
た
も
の
で
あ

ろ
う
？
勿
論
そ
れ
は
、
憧
か
れ
の
土
地
と
か
渇
望
の
遊
地
と
か

ゅ
う
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
自
分
た
ち
の
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
乃

(13) 

至
は
魂
の
記
念
碑
と
も
墓
碑
と
も
言
え
た
の
だ
か
ら
。

柳
沢
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
「
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
」
「
魂
の
記
念
碑

と
も
墓
碑
と
も
」
言
え
る
場
所
と
ま
で
言
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
柳
沢

が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
た
際
の
紀
行
文
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら

そ
れ
ま
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
で
の
学
生
生
活
を
実
体
験
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
に
も

関
わ
ら
ず
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
に
描
か
れ
た
学
生
生

活
は
自
ら
の
学
生
生
活
と
同
一
化
し
、
「
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
な
っ
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た
の
で
あ
る
。

『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
を
芸
術
性
が
な
い
と
批
判
し
た

の
は
主
に
イ
ン
テ
リ
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
物
語
か
ら

自
ら
の
青
春
を
見
出
し
、
「
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
ま
で
讃
え
た
の

も
ま
た
、
高
等
教
育
を
受
け
た
近
代
イ
ン
テ
リ
た
ち
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
秋
田
雨
雀
は
前
述
の
論
稿
で
、
次
の
よ
う
に
も
述
べ
て
い
る
。

こ
の
芝
居
の
最
も
勝
れ
た
要
素
は
何
ん
で
あ
る
と
い
へ
ば
、

一
、
特
殊
園
罷
の
空
氣
の
輿
ふ
る
興
味

一
、
自
覚
の
な
い
美
し
い
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
哀
愁

の
二
つ
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。

第
一
の
も
の
は
公
子
ハ
イ
ン
リ
ヒ
と
ュ
ッ
ト
ナ
ア
博
士
を

包
ん
で
ゐ
た
憂
鬱
に
し
て
虚
藉
に
充
ち
た
宮
庭
生
活
の
光
景

と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
愉
快
に
し
て
自
由
な
學
生
生
活
で
あ

ら
う
。
こ
の
二
つ
の
圃
憫
の
生
活
が
全
く
異
つ
た
生
活
状
態
を

持
つ
て
此
作
物
に
一
種
の
基
調
を
輿
へ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
観
客

の
興
味
が
常
に
此
二
つ
の
圃
罷
の
色
調
に
よ
っ
て
導
か
れ
て

ゐ
る
。
（
中
略
）
私
は
こ
の
圃
腔
生
活
に
よ
っ
て
表
は
さ
れ
て
ゐ

る
ア
ト
モ
ス
フ
エ
ア
と
か
ム
ー
ド
と
か
い
ふ
黙
で
は
、
こ
の
脚

本
は
あ
る
程
度
の
成
功
を
得
て
ゐ
る
も
の
と
思
ふ
。
多
分
こ
の

脚
本
の
債
値
の
大
部
分
は
こ
れ
を
除
い
た
ら
空
つ
ぽ
に
な
り

(M) 

は
し
な
い
か
と
思
は
れ
る
ほ
ど
だ
。

雨
雀
は
、
こ
の
作
品
が
宮
廷
と
学
校
と
い
う
特
殊
な
団
体
の
空
気
を

上
手
く
再
現
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
り
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば

(15) 

脚
本
の
価
値
は
「
空
っ
ぽ
」
と
辛
辣
で
あ
る
。
し
か
し
、
学
校
の
空

気
を
再
現
し
た
こ
と
で
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
、
そ
し
て

そ
の
翻
訳
作
品
で
あ
る
「
思
ひ
出
』
は
学
校
と
い
う
場
で
青
春
時
代

を
過
ご
し
た
人
々
に
強
い
感
動
を
与
え
た
の
も
事
実
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
優
れ
た
要
素
と
し
て
、
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
を
挙
げ
て

い
る
。
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
は
こ
の
作
品
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、

清
見
陸
郎
も
『
思
ひ
出
J

五
幕
最
後
の
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と

ケ
ー
テ
ィ
が
別
れ
る
場
面
の
持
つ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
は
胸
を

動
か
さ
れ
て
し
ま
う
と
語
り
、
「
蹄
り
の
路
々
も
或
る
感
傷
に
打
た

れ
た
」
と
記
し
て
い
る
。

こ
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
効
果
を
よ
り
強
め
て
い
た
の
が
、

「
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ン
ド
ホ
ワ
イ
ト
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
」
だ
っ
た
と
考
え

る
。
逍
遥
が
語
っ
た
通
り
、
こ
の
作
品
は
陰
鬱
な
カ
ー
ル
ス
プ
ル

ク
の
宮
廷
の
場
面
、
す
な
わ
ち
第
一
幕
と
第
四
幕
と
、
明
る
＜
陽

気
な
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
場
面
、
す
な
わ
ち
第
二
幕
第
三
幕
と
が

明
確
に
区
別
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
差
異
が
第
五
幕
に
よ
り
哀
愁
を

与
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
り
強
め
ら
れ
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ

リ
ズ
ム
故
、
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
は
旧
制
高
校
や
帝
大

出
身
者
等
、
多
く
の
イ
ン
テ
リ
た
ち
に
青
春
の
ア
イ
コ
ン
と
し
て

受
け
止
め
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
学
校
と
い
う
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
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青
春
を
過
ご
し
た
酒
屋
に
立
ち
寄
る
大
公
カ
ー
ル
（
高
濱
喜
久

を
喪
失
し
た
人
々
に
と
っ
て
、
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
容
易
に
浸
透
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
物
語
は
自
ら
の
青
春

の
記
憶
と
同
一
化
し
、
「
青
春
の
シ
ン
ボ
ル
」
と
ま
で
な
っ
た
の
で

あ
る
。「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
j

の
翻
訳
劇
で
あ
る
『
思
ひ
出
』(16) 

を
宝
塚
の
舞
台
で
上
演
し
た
堀
正
旗
も
ま
た
、
旧
制
高
校
出
身
者

で
あ
っ
た
。
第
二
章
で
は
、
堀
と
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』

と
の
関
係
を
紹
介
し
た
上
で
、
堀
版
『
思
ひ
出
』
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。

第
二
章

セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
希
薄
化

ー
堀
正
旗
と
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」

松
居
松
葉
翻
訳
に
よ
る
脚
本
で
上
演
さ
れ
た
文
芸
協
会
に
よ
る

初
演
か
ら
七
年
後
の
一
九
二

0
年
三
月
に
上
演
さ
れ
た
の
が
、
堀

の
脚
本
に
よ
る
宝
塚
版
『
思
ひ
出
』
で
あ
る
。
全
五
幕
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
た
原
作
、
松
居
松
葉
版
『
思
ひ
出
』
と
異
な
り
、
一
幕

物
と
し
て
の
上
滅
で
あ
っ
た
。
『
宝
塚
歌
劇
一

0
0
年
史
』
に
よ
れ

まヽ．、

子
）
。
二
年
前
、
恋
を
し
た
娘
ケ
テ
ィ
（
篠
原
浅
茅
）
に
別
れ
を

告
げ
る
た
め
に
…
。
こ
れ
が
彼
に
と
っ
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
ヘ

の
最
期
の
旅
行
だ
っ
た
。
フ
ェ
ル
ス
タ
ー
氏
作
の
五
幕
物
の
最

(17) 

後
の
一
幕
を
歌
劇
化
し
た
作
品
。

と
あ
り
、
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
の
全
て
を
上
演
し
た
わ

け
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
当
時
、
宝
塚
で
は
複
数
の
短
編
作
品

を
同
時
上
演
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
本
作
品
も
坪
内
士
行
作
の

歌
劇
『
罰
」
や
久
松
一
声
作
の
歌
劇
『
金
平
め
が
ね
』
、
岸
田
辰
禰

作
の
歌
劇
「
毒
の
花
園
』
、
楳
茂
都
陸
平
作
の
歌
劇
「
酒
の
行
兼
』

(18) 

と
同
時
上
演
で
あ
っ
た
。
そ
の
為
短
縮
化
が
必
要
で
あ
り
、
堀
は
大

公
と
な
っ
た
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ピ
が
ケ
ー
テ
ィ
を
訪
ね
て
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
来
る
五
幕
の
み
を
宝
塚
で
上
演
し
た
の
で
あ

ろ
う
。こ
の
作
品
の
上
演
前
後
の
状
況
に
つ
い
て
、
堀
は
後
に
宝
塚
国

民
座
の
機
関
誌
『
国
民
座
」
に
お
い
て
、
「
僕
の
虞
女
上
演
物
語

歌
劇
『
ア
ル
ト
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
」
と
い
う
題
で
以
下
の
よ
う

に
回
想
し
て
い
る
。

私
は
「
慮
女
作
上
演
の
思
ひ
出
」
と
し
て
麗
々
し
く
書
く
程
の

華
々
し
い
記
憶
と
経
歴
と
を
も
つ
て
ゐ
ま
せ
ん
が
、
強
い
て
言

へ
ば
今
か
ら
十
敷
年
前
、
賓
塚
に
組
織
さ
れ
た
新
劇
園
が
不
幸
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に
し
て
た
ゞ
一
回
の
公
演
も
登
表
せ
ず
し
て
解
散
し
た
時
、
そ

の
メ
ン
バ
ー
に
加
は
つ
て
ゐ
た
私
は
、
家
庭
の
反
射
を
も
省
み

な
い
で
飛
び
出
し
て
束
た
も
の
で
す
か
ら
、
今
更
家
へ
錦
る
わ

け
に
も
行
か
ず
、
山
本
村
の
植
木
屋
の
離
れ
座
敷
を
借
り
て
、

生
活
の
た
め
に
止
む
を
得
ず
―
つ
の
歌
劇
の
脚
本
を
書
き
ま

し
た
。
そ
れ
は
フ
エ
ル
ス
タ
ー
の
「
ア
ル
ト
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ヒ
」
を
改
作
し
た
も
の
で
す
が
、
兎
に
角
私
が
筆
を
執
つ
た
も

の
で
舞
憂
に
上
演
さ
れ
た
と
い
ふ
の
は
こ
れ
が
最
初
で
す
。
恰

度
私
の
二
十
四
歳
の
時
で
し
た
。
上
演
さ
れ
た
と
い
ふ
悦
び
よ

り
も
、
寧
ろ
わ
づ
か
な
が
ら
も
上
演
料
を
貰
つ
た
と
い
ふ
こ
と

の
方
が
嬉
し
か
っ
た
と
は
つ
き
り
記
憶
し
て
ゐ
ま
す
。
そ
れ
ほ

ど
生
活
が
苦
し
か
っ
た
の
で
す
ね
。

「
賓
塚
に
組
織
さ
れ
た
新
劇
圃
」
と
は
、
坪
内
士
行
が
主
催
し
た
宝

塚
の
「
男
子
専
科
」
の
こ
と
で
あ
る
。
堀
だ
け
で
な
く
、
一
時
は
白

井
鐵
造
も
在
籍
し
た
男
子
専
科
で
あ
っ
た
が
、
宝
塚
内
部
の
反
対
も

あ
り
、
一
年
足
ら
ず
で
解
散
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
時
期
の
堀
は

宝
塚
の
機
関
誌
「
歌
劇
』
に
幾
つ
か
の
論
稿
を
投
稿
し
て
は
い
る
が
、

収
入
は
な
か
っ
た
よ
う
で
、
生
活
の
為
に
作
品
を
書
き
上
げ
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
歌
劇
j

―
九
三
三
年
四
月
号
掲
載
の
「
「
思

ひ
出
」
思
ひ
出
」
に
書
か
れ
た
回
想
を
読
む
と
、
受
け
る
印
象
は
や

や
変
わ
っ
て
く
る
。
以
下
に
こ
の
記
事
を
転
載
し
た
い
。

僕
の
も
の
が
賓
塚
で
慮
女
公
演
さ
れ
た
の
は
、
大
正
九
年
春
季

公
演
の
「
思
ひ
出
」
で
し
た
。
そ
う
十
四
年
の
昔
で
、
僕
が
ま

だ
紺
絣
の
着
物
に
将
校
マ
ン
ト
を
ひ
つ
か
け
て
ゐ
た
書
生
つ

ぽ
の
時
代
で
す
。
「
思
ひ
出
」
は
御
存
知
の
や
う
に
フ
エ
ル
ス

タ
ー
の
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
を
改
作
し
た
も
の
で

す
。
僕
は
高
等
學
校
時
代
に
字
引
と
首
つ
引
き
で
こ
の
脚
本
を

讀
ん
で
と
て
も
感
激
し
た
も
の
で
し
た
。
其
後
松
井
須
磨
子
の

藝
術
座
で
こ
の
芝
居
を
上
演
し
た
の
を
見
た
の
で
す
が
、
や
は

り
忘
れ
得
な
い
感
銘
を
輿
へ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
こ
れ
を

一
幕
の
歌
劇
に
改
作
し
て
小
林
校
長
の
お
手
許
ま
で
お
送
り

し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
が
幸
に
採
用
さ
れ
て
上
演
さ
れ
た
の
で

(20) 

し
た
。

旧
制
高
校
時
代
に
既
に
原
著
で
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
を

読
ん
で
お
り
、
ま
た
、
抱
月
の
芸
術
座
に
お
け
る
上
演
を
観
劇
し
た

と
語
る
堀
が
、
他
の
旧
制
高
校
出
身
者
同
様
、
こ
の
戯
曲
に
多
大
な

影
響
を
受
け
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
幼
少
時
か
ら
ド
イ
ツ
が

(21) 

好
き
だ
っ
た
と
語
り
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
同
様
学
生
生
活
を

(22) 

不
可
抗
力
に
よ
り
断
ち
切
ら
れ
た
堀
が
、
他
の
旧
制
高
校
出
身
者
以

上
に
こ
の
物
語
と
自
己
の
青
春
を
同
一
化
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

で
は
、
堀
が
宝
塚
で
上
演
し
た
『
思
ひ
出
』
台
本
と
初
演
時
の
(23) 

松
居
松
葉
の
翻
訳
に
よ
る
「
思
ひ
出
」
台
本
と
を
比
較
し
た
い
。
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前
述
の
通
り
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
第
五
幕
を
改
作

し
た
と
い
う
本
作
だ
が
、
堀
版
を
見
る
限
り
、
台
詞
や
卜
書
き
が

大
部
分
に
お
い
て
松
居
松
葉
翻
訳
版
「
思
ひ
出
」
と
同
じ
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
一
方
で
、
台
詞
の
変
更
点
や
舞
台
設
定
の
変

更
も
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
。
ま
ず
、
目
立
っ
た
変
更
点
と
し
て

は
松
居
松
葉
版
の
第
二
幕
や
第
四
幕
か
ら
台
詞
を
引
用
し
て
き
て

い
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
先
述
の
通
り
、
第
二
幕
は
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
大
学
の
学
生
た
ち
が
居
酒
屋
で
宴
会
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に

カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
や
っ
て
来
て
、
居
酒
屋
の
娘
ケ
ー
テ
ィ

と
恋
に
落
ち
る
場
面
、
第
四
幕
は
カ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
に
戻
り
、
大

公
の
位
に
就
い
た
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
生
活
が
描
か
れ
、

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
か
ら
リ
ュ
ー
ダ
ー
が
訪
ね
て
く
る
場
面
で
あ
る
。

そ
の
内
容
は
第
五
幕
に
合
わ
せ
て
変
更
さ
れ
、
台
詞
だ
け
が
流
用

さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
例
を
挙
げ
る
。

松
居
松
葉
版
『
思
ひ
出
』
第
二
幕
第
三
景

ケ
テ
イ
イ
（
笑
ひ
な
が
ら
雨
手
で
デ
ト
レ
ー
ヴ
の
頭
を
お
さ
へ
）
あ
な

た
又
皆
な
に
決
闘
で
斬
ら
れ
た
の
。
か
は
い
さ
う
に
。

デ
ト
レ
ー
ヴ
（
ギ
ュ
タ
ア
を
か
き
鳴
ら
し
て
）
そ
れ
が
し
は
忠
｛
貫
な

る
僕
と
し
て
、
お
ん
み
が
前
に
脆
く
。
最
も
美
し
き
婦
人
、

府
中
伯
の
夫
人
さ
ま
。

ケ
テ
イ
イ
ま
あ
ま
あ
！
あ
な
た
の
頬
は
、
何
虞
か
ら
何
虞
ま

堀
正
旗
版
「
思
ひ
出
』

デ
ト
レ
ー
ブ
（
唄
）
（
ケ
テ
イ
イ
の
前
に
膝
ま
づ
き
）
「
そ
れ
が
し
は

忠
賓
な
る
僕
と
し
て
お
ん
み
が
前
に
脆
く
最
も
美
し
き

婦
人
府
中
伯
の
夫
人
さ
ま
」

ケ
テ
イ
イ
（
笑
ひ
な
が
ら
雨
手
で
デ
ト
レ
ー
ブ
の
頭
を
お
さ
へ
）
「
ま
あ

ま
あ
！
あ
な
た
の
頬
は
何
慮
か
ら
何
虐
ま
で
ぎ
ざ
ぎ
ざ
に
傷

が
つ
い
て
る
よ
、
又
皆
な
に
決
闘
で
斬
ら
れ
た
の
。
ま
あ
。

可
哀
さ
う
に
」

デ
ト
レ
ー
ブ
（
唄
）
「
そ
れ
が
し
に
命
じ
た
ま
へ
さ
ら
ば
如
何

な
る
愚
か
な
る
事
を
も
そ
れ
が
し
は
悦
ん
で
致
し
申
さ
ん

い
と
も
美
し
き
婦
人
府
中
伯
の
夫
人
さ
ま
」

第
二
幕
第
三
景
は
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク

に
到
着
す
る
直
前
、
宿
屋
の
居
酒
屋
で
宴
会
が
開
か
れ
る
場
面
で
あ

る
。
堀
の
宝
塚
版
で
は
、
再
び
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
を
再
び
訪
れ
る
前
、
す
な
わ
ち
松
居
松
葉
版
の
第
五
幕
冒

デ
ト
レ
ー
ヴ

そ
れ
が
し
に
命
じ
た
ま
へ
、
さ
ら
ば
そ
れ
が
し

は
如
何
な
る
馬
鹿
げ
た
こ
と
を
も
致
し
申
さ
ん
。
最
も
美
し

き
婦
人
、
府
中
伯
の
夫
人
さ
ま
。

ろ
う
！

で
、
ぎ
ざ
ぎ
ざ
に
傷
が
つ
い
て
る
の
よ
。
ま
あ
何
て
容
子
だ
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頭
の
宴
会
の
準
備
の
場
面
に
組
み
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
松
居
松
葉

版
の
五
幕
前
半
で
は
ケ
ー
テ
ィ
が
留
守
に
し
て
い
る
た
め
登
場
し
な

い
と
い
う
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
二
幕
の
冒
頭
同
様
、
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ク
の
居
酒
屋
で
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
迎
え
る
宴
会
の
準
備

が
描
か
れ
る
場
面
で
あ
る
為
、
こ
の
場
面
が
組
み
込
ま
れ
て
も
そ
れ

ほ
ど
違
和
感
は
な
い
。
し
か
し
、
松
居
松
葉
版
五
幕
で
は
学
生
た
ち

の
い
な
い
中
で
リ
ュ
ー
ダ
ー
た
ち
に
よ
っ
て
宴
会
の
準
備
が
な
さ
れ

て
い
る
た
め
、
二
幕
か
ら
学
生
た
ち
の
宴
会
の
場
面
を
組
み
込
ん
だ

堀
版
冒
頭
の
よ
う
に
、
学
生
た
ち
が
騒
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
醸
し
出
さ

れ
る
賑
や
か
さ
は
な
く
、
全
体
的
に
静
か
な
印
象
で
あ
る
。

ま
た
、
第
四
幕
か
ら
は
第
五
景
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
は

カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
を
訪
ね
て
カ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
ヘ
や
っ
て

来
た
ケ
ラ
ー
マ
ン
に
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
の
現
状
に
つ
い
て
質
問
を
浴
び
せ
る
場
面
で
あ
る
。
し
か
し
、

堀
版
で
は
こ
の
場
面
の
本
来
の
意
味
は
薄
れ
、
台
詞
だ
け
を
引
用

し
た
形
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ケ

ラ

ア

マ

ン

殿

下

ー

太
公
（
し
づ
か
に
彼
を
燈
火
の
前
に
つ
れ
行
き
）
ま
あ
能
＜
顔
を
見

せ
ろ
。
ケ
ラ
ア
マ
ン
。
（
笑
ひ
な
が
ら
、
整
は
充
奮
の
た
め
に
ふ
る
ふ
）

松
居
松
葉
版
「
思
ひ
出
」
第
四
幕
第
五
景

太
公
ケ
ラ
ア
マ
ン
！

こ
の
男
は
わ
ざ
わ
ざ
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
か
ら
来
た
ん
だ
、
燕

尾
服
と
高
帽
と
を
も
つ
て

1
•

こ
の
男
は
舎
人
に
な
り
た
い
と

思
っ
て
る
ん
だ
ら
う
。
こ
の
男
は
わ
し
の
約
束
し
た
こ
と
を

忘
れ
な
か
っ
た
。

（
中
略
一
）
わ
し
を
御
覧
、
ケ
ラ
ア
マ
ン
。
わ
し
を
記
え
て
ゐ
る
か
、

ひ
よ
っ
と
逢
つ
て
も
わ
し
が
分
る
と
思
ふ
か
。

ケ
ラ
ア
マ
ン
え
え
え
え
、
分
り
ま
す
と
も
。

太
公
ほ
ん
た
う
に
左
様
か
。
人
と
い
ふ
も
の
は
二
年
経
つ
と

大
分
愛
る
も
の
だ
。
而
し
て
そ
の
間
に
は
い
ろ
い
ろ
な
事
が

起
る
も
の
だ
。

（
中
略
l

-

）

太
公
（
突
然
ふ
た
た
び
快
活
に
）
わ
し
の
室
に
は
、
い
ま
誰
が
住
ん

で
ゐ
る
？
そ
の
連
中
は
毎
朝
朝
酒
を
の
み
に
お
城
へ
出
か
け

る
か
な
。
撃
剣
は
矢
張
り
や
っ
て
る
か
な
。
そ
の
連
中
は
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
で
勉
強
し
て
ゐ
る
か
、
そ
れ
と
も
近
郊
で
や
っ

て
ゐ
る
か
。

ケ
ラ
ア
マ
ン
（
質
問
の
績
骰
す
る
た
め
、
返
事
に
嘗
惑
す
）
は
い
|
|
—

は
い
ー
あ
の
、
勿
論
ー
そ
れ
は
1

第
一
章
に
記
し
た
梗
概
の
通
り
、
第
四
幕
で
の
ケ
ラ
ー
マ
ン
の
カ
ー

ル
ス
ブ
ル
ク
訪
問
は
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
と
の
約
束
を
果
た
す

太
公
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た
め
で
、
ま
た
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
再
び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
を
訪
れ
る
契
機
と
な
る
。
し
か
し
、
堀
版
で
は
三
幕
、
四
幕
が
存

在
し
な
い
為
、
当
然
ケ
ラ
ー
マ
ン
は
登
場
し
な
い
。
そ
の
為
、
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
た
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
宿
屋
の
主
、

リ
ュ
ー
ダ
ー
に
質
問
す
る
形
に
改
変
さ
れ
て
い
る
。
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
る
契

機
に
な
る
と
い
う
本
来
の
こ
の
場
面
の
意
味
は
消
え
て
し
ま
っ
て
い

る。堀
正
旗
版
『
思
ひ
出
』

大
公
「
リ
ュ
ウ
ダ
ア
！
」

リ
ュ
ウ
ダ
ア
「
殿
下
ー
」

大
公
（
し
づ
か
に
彼
の
傍
に
近
づ
い
て
）
「
ま
あ
能
＜
顔
見
せ
ろ
リ

ユ
ウ
ダ
ア
（
笑
ひ
な
が
ら
整
は
尤
奮
の
た
め
に
ふ
る
ふ
）
わ
し
を
御

覧
、
わ
し
を
記
え
て
居
る
か
。
ひ
よ
っ
と
遭
つ
て
も
わ
し
が

分
る
と
思
ふ
か
」

リ
ュ
ウ
ダ
ア
「
ぇ
：
ぇ
＼
、
分
り
ま
す
と
も
」

大
公
「
ほ
ん
と
う
に
左
様
か
、
人
と
い
ふ
も
の
は
二
年
経
つ
と

大
分
髪
る
も
の
だ
。
（
突
然
快
活
に
）
わ
し
の
室
に
は
、
今
誰
が
、

住
ん
で
居
る
？
そ
の
連
中
は
毎
朝
、
朝
酒
を
の
み
に
お
城
へ

出
か
け
る
か
な
、
撃
剣
は
矢
張
り
や
っ
て
る
か
な
、
そ
の
連

中
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
で
勉
強
し
て
居
る
か
、
そ
れ
と
も
近

（
質
問
の
績
発
の
た
め
返
事
に
嘗
惑
し
）
「
は
い
（

ー
あ
の
勿
論
~
、
そ
れ
は
|
|
」

第
四
幕
第
五
景
か
ら
の
移
植
の
よ
う
に
本
来
の
意
味
を
喪
失
し

た
場
面
が
あ
る
一
方
で
、
堀
版
に
は
松
葉
版
に
変
更
や
修
正
を
加

え
た
り
、
削
除
し
た
こ
と
で
内
容
そ
の
も
の
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ

た
部
分
も
あ
る
。
以
下
に
は
そ
の
一
例
を
挙
げ
る
。

松
居
松
葉
版
「
思
ひ
出
l

第
五
幕
第
三
景

ル
ッ
ツ
（
酒
を
飲
む
）
有
難
う
！
餘
程
い
い
酒
だ
！
（
又
飲
む
）
餘

程
い
い
！
（
ま
た
飲
む
）
時
に
デ
ル
フ
ェ
ル
伯
母
さ
ん
、
以
前

住
ん
で
ゐ
た
と
こ
ろ
へ
来
て
見
る
と
、
妙
な
氣
が
す
る
も
の
だ

な。

叔
母
何
も
か
も
み
ん
な
髪
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
よ
。
先
の
も

の
は
何
に
も
無
く
な
っ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
。
學
生
さ
ん
が
た

は
、
稀
あ
に
し
か
来
や
あ
し
ま
せ
ん
。

ル
ッ
ツ
何
故
来
な
い
ん
だ
ら
う
。

叔
母
か
う
と
い
ふ
謁
も
あ
り
ま
せ
ん
け
れ
ど
、
そ
れ
が
今
の

は
や
り
な
ん
で
す
よ
。
み
な
さ
ん
は
自
家
の
萎
酒
は
も
う
美

味
し
く
な
い
と
仰
し
や
い
ま
す
が
、
併
し
そ
れ
あ
嘘
で
ご
ざ

い
ま
す
よ
。
み
な
さ
ん
は
ネ
ッ
カ
ァ
ゲ
ミ
ュ
ン
ド
ヘ
い
ら
っ

郊
で
や
っ
て
居
る
か
。
」

リ
ュ
ウ
ダ
ア
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し
や
る
の
が
お
好
き
な
ん
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ル
ッ
ツ
（
又
飲
む
）
成
程
々
々
、
世
の
中
が
辮
そ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ

も
嬰
る
。
デ
ル
フ
エ
ル
叔
母
さ
ん
、
わ
れ
わ
れ
は
み
ん
な
愛
る
。

だ
れ
だ
っ
て
左
様
な
ん
だ
。
（
以
下
略
）

第
五
幕
で
再
び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
や
っ
て
き
た
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
に
随
行
し
て
い
る
ル
ッ
ツ
が
酒
屋
の
デ
ル
フ
ェ
ル
お
ば
さ
ん

に
話
し
か
け
る
場
面
で
あ
る
。
居
酒
屋
の
デ
ル
フ
ェ
ル
お
ば
さ
ん
は

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
学
生
た
ち
が
店
に
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
を
ル
ッ
ツ
に
語
る
。
こ
の
こ
と
は
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が

過
ご
し
た
頃
と
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
街
の
空
気
が
変
わ
っ
て
し
ま

い
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
過
ご
し
た
時
代
が
後
戻
り
で
き
な

い
過
去
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の

こ
と
に
よ
り
、
物
語
に
強
い
哀
愁
を
帯
び
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
会
話
は
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
に
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ

ズ
ム
を
付
与
す
る
重
要
な
要
素
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
堀
版

で
は
こ
の
会
話
が
部
分
的
に
削
除
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。
以
下
に
堀
版
に
お
け
る
同
じ
部
分
を
示
す
。

堀
正
旗
版
『
思
ひ
出
』

ル
ッ
ツ
「
時
に
デ
ル
フ
エ
ル
叔
母
さ
ん
、
以
前
住
ん
で
ゐ
た
と

こ
ろ
へ
来
て
見
る
と
、
妙
な
氣
が
す
る
も
の
だ
な
」

叔
母
「
え
ヽ
、
全
く
左
様
で
ご
ざ
い
ま
す
よ
、
け
れ
ど
何
も
か

も
み
ん
な
嬰
つ
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」

ル
ッ
ツ
「
う
む
、
成
程
、
世
の
中
が
髪
れ
ば
わ
れ
／
＼
、
も
髪
る
、

誰
だ
っ
て
左
様
な
ん
だ
、
（
以
下
略
）
」

堀
版
で
は
デ
ル
フ
ェ
ル
お
ば
さ
ん
が
「
何
も
彼
も
変
わ
っ
た
」
と
語

る
が
、
何
が
変
わ
っ
た
の
か
具
体
的
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ

る
。
デ
ル
フ
ェ
ル
お
ば
さ
ん
の
台
詞
が
描
か
れ
な
い
こ
と
で
、
堀
版

で
は
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
滞
在
し
て
い

た
二
年
前
と
第
五
幕
に
描
か
れ
る
時
点
で
何
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た

の
か
わ
か
り
づ
ら
く
、
原
作
や
松
居
松
葉
版
に
現
れ
て
い
た
よ
う
な

哀
愁
が
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
前
掲
の
第
四
幕
第
五
景
で

あ
る
が
、
中
略
二
の
部
分
に
は
、
本
来
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

が
ケ
ラ
ー
マ
ン
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
現
状
を
尋
ね
る
会
話
が
入

る
。
こ
こ
で
、
ケ
ラ
ー
マ
ン
は
二
年
前
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
い
た

学
生
た
ち
の
う
ち
、
二
人
し
か
残
っ
て
い
な
い
こ
と
を
カ
ー
ル
・
ハ

イ
ン
リ
ッ
ヒ
に
告
げ
る
。
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
去
っ
た
学
生
た
ち
の

中
に
は
、
第
二
幕
第
一
二
景
に
登
場
し
、
堀
版
で
は
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン

リ
ッ
ヒ
が
再
び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
る
際
も
登
場
す
る
デ
ー
ト

レ
フ
の
名
も
挙
げ
ら
れ
る
。
無
論
、
松
居
松
葉
版
で
は
デ
ー
ト
レ
フ

は
第
五
幕
に
登
場
し
な
い
。
か
つ
て
学
生
た
ち
が
集
っ
た
居
酒
屋
に

学
生
が
来
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
、
カ
ー
ル
・
ハ
イ
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ン
リ
ッ
ヒ
の
学
友
の
う
ち
、
多
く
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
去
っ
て
し

ま
っ
た
こ
と
、
こ
の
二
つ
が
描
か
れ
て
い
な
い
こ
と
で
時
間
を
経
た

こ
と
で
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
描
写
さ
れ

て
お
ら
ず
、
第
五
幕
に
現
れ
る
哀
愁
や
寂
蓼
感
は
希
薄
な
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
い
。
町
や
山
や
川
は
変
わ
ら
な

い
が
人
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
と
語
る
カ
ー
ル
・
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の

言
葉
に
実
感
が
伴
わ
な
い
の
で
あ
る
。

前
述
の
通
り
、
逍
遥
は
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
を

H

本
に
紹
介
す
る
に
当
た
り
、
「
こ
の
芝
居
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
エ
ン
ド
ホ

ワ
イ
ト
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が
頗
る
快
く
行
わ
れ
て
い
る
」
と
語
っ

た
。
堀
版
で
は
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
」
に
あ
た
る
カ
ー
ル
ス
ブ
ル
ク
の
宮

廷
の
場
面
が
一
切
描
か
れ
ず
、
「
ホ
ワ
イ
ト
」
の
色
彩
が
極
め
て
強

い
。
こ
の
こ
と
で
、
「
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
「
ホ
ワ
イ
ト
」
が
対
比
さ
れ

て
い
た
こ
と
で
生
み
出
さ
れ
て
い
た
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
影

を
潜
め
、
そ
の
上
、
台
本
の
改
変
の
結
果
、
本
来
第
五
幕
で
描
か

れ
た
哀
愁
さ
え
も
希
薄
な
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
「
ホ
ワ
イ
ト
」
を

強
調
し
た
結
果
と
な
っ
た
。
先
述
の
通
り
、
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
』
は
多
く
の
批
判
を
受
け
な
が
ら
、
そ
の
根
底
に
流
れ
る

も
の
は
「
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
」
で
あ
る
と
い
う
評
価
が
な
さ

れ
て
い
た
。

堀
版
は
な
ぜ
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
稀
薄
に
し
、
更
に
「
ホ

ワ
イ
ト
」
の
強
い
も
の
に
な
っ
た
の
か
。
第
三
章
で
は
『
ア
ル
ト
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
影
響
を
受
け
た
堀
の
作
品
を
紹
介
し
つ
つ
、

堀
版
が
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
を
弱
め
、
「
ホ
ワ
イ
ト
」
の
要
素
の

強
い
も
の
に
な
っ
た
原
因
を
検
討
し
た
い
。

第
三
章

「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」

ー
朗
ら
か
に
愉
快
に
1

と
宝
塚

こ
の
一

堀
は
『
思
ひ
出
』
発
表
後
も
、
ド
イ
ツ
学
生
、
そ
し
て
『
ア
ル
ト
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
モ
チ
ー
フ
を
用
い
た
作
品
を
少
女
歌
劇
に

お
い
て
繰
り
返
し
発
表
し
た
。
一
九
三
一
年
一

0
月
の
月
組
公
演

で
上
演
さ
れ
た
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
も
そ
の
う
ち
の

―
つ
で
あ
り
、
も
っ
と
も
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
影

響
が
強
い
作
品
で
あ
る
。
な
お
、
堀
が
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
の
学
生

を
モ
チ
ー
フ
と
し
た
作
品
と
し
て
は
、
彼
の
戦
前
期
に
お
け
る
代

表
作
の
一
っ
で
あ
る
一
九
三
四
年
の
『
青
春
」
も
挙
げ
ら
れ
る
が
、

こ
の
作
品
に
つ
い
て
は
別
に
稿
を
改
め
た
い
。

一
九
二
六
年
、
坪
内
士
行
が
宝
塚
国
民
座
を
新
た
に
宝
塚
に
創

設
す
る
と
、
堀
は
少
女
歌
劇
か
ら
国
民
座
の
文
芸
部
に
異
動
し
た
。

国
民
座
在
籍
中
に
堀
は
ベ
ル
リ
ン
ヘ
の
留
学
を
果
た
し
た
。
な
お
、

こ
の
ベ
ル
リ
ン
滞
在
中
に
堀
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
訪
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ド
イ
ツ
か
ら
帰
国
し
た
翌
々
年
の
一
九
三
一
年
、
国
民

座
は
解
散
し
、
堀
は
止
む
無
く
少
女
歌
劇
に
復
帰
し
た
。
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九
三
一
年
に
少
女
歌
劇
で
発
表
し
た
の
が
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ヒ
』
で
あ
る
。
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
の
内
容
は
、
「
思

ひ
出
』
そ
し
て
そ
の
原
作
と
な
っ
た
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
j

と
は
異
な
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
劇
作
家
、
ブ
ラ
ン
ド
ン
・
ト
ー
マ
ス

の
喜
劇
『
チ
ャ
ー
リ
ー
の
お
ば
さ
ん
』
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

堀
は
こ
の
作
品
を
気
に
入
っ
た
よ
う
で
、
国
民
座
時
代
に
も
翻
案

作
品
「
伯
母
さ
ん
』
を
発
表
し
て
い
る
。
『
チ
ャ
ー
リ
ー
の
お
ば
さ
ん
』

は
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
学
生
で
あ
る
ジ
ャ
ッ
ク
と
チ
ャ
ー

リ
ー
を
主
人
公
と
す
る
三
幕
の
喜
劇
で
あ
る
。
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ

キ
テ
ィ
と
エ
イ
ミ
ー
と
い
う
二
人
の
少
女
を
愛
し
て
い
る
が
、
彼

女
た
ち
の
保
護
者
で
あ
る
伯
父
が
一
一
人
を
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ヘ
連

れ
去
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
前
に
チ
ャ
ー
リ
ー
の
伯
母
で

裕
福
な
未
亡
人
で
あ
る
ド
ナ
・
ル
チ
ア
の
立
ち
合
い
の
下
、
二
人

に
告
白
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ド
ナ
・
ル
チ
ア
の
到
着

が
遅
れ
る
こ
と
に
な
り
、
急
遠
、
友
人
の
バ
プ
ズ
に
女
装
さ
せ
て

（お）

伯
母
の
役
目
を
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
『
伯
母
さ
ん
』
は
こ
の
作
品

を
日
本
に
場
所
を
置
き
換
え
た
も
の
で
あ
り
、
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ヒ
」
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
に
場
所
を
置
き
換
え
た
も
の
で

あ
っ
た
。
主
人
公
は
ロ
ベ
ル
ト
、
ヒ
ロ
イ
ン
は
ロ
ッ
テ
ィ
、
母
に

変
装
す
る
友
人
は
ブ
ル
ッ
ク
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
『
ユ
ン
グ
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
で
は
伯
母
で
は
な
く
、
主
人
公
の
母
に
変
装

す
る
設
定
と
な
っ
て
い
る
。

堀
は
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
そ
し
て
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
と
い
う

地
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
ユ
ン
グ
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
に
含
ん
で
ゐ
る
喜
劇
的
な

筋
立
は
「
チ
ャ
ア
レ
イ
の
伯
母
さ
ん
」
と
い
ふ
有
名
な
喜
劇
を

借
用
し
た
も
の
で
す
。
原
作
で
は
伯
母
さ
ん
に
化
け
る
の
で
す

が
、
今
度
の
は
母
さ
ん
に
化
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
（
箪

者
註
）
そ
し
て
そ
れ
に
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
大
學
生
の
天
興
爛
漫

な
、
愉
快
な
生
活
を
織
り
込
む
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

昭
和
四
年
の
九
月
下
旬
、
僕
が
毎
日
通
學
し
て
ゐ
た
伯
林
獨

逸
劇
場
附
属
の
俳
優
學
校
が
、
校
長
マ
ッ
ク
ス
・
ラ
イ
ン
ハ
ル

ト
氏
が
ウ
ヰ
ー
ン
ヘ
蹄
省
さ
れ
る
に
就
て
一
週
間
ば
か
り
休

暇
と
な
っ
た
。
そ
れ
で
そ
の
休
暇
を
利
用
し
て
、
僕
は
た
ゞ
一

人
で
高
等
學
校
時
代
か
ら
の
憧
れ
の
地
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
行

き
の
夜
行
列
車
に
乗
っ
た
。

（
中
略
）
半
ば
壊
れ
た
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
古
城
、
中
世
期
時

代
の
面
影
を
残
し
た
ア
ル
ト
、
ブ
リ
ュ
ケ
を
逆
さ
に
う
つ
し

て
、
悠
々
と
流
れ
て
ゐ
る
ネ
ッ
カ
ア
河
、
街
路
に
あ
ふ
れ
る
若

い
歌
啓
、
ム
ッ
ツ
エ
（
學
生
帽
）
、
バ
ン
ド
、
袋
酒
の
香
り
I

古
都
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
は
學
生
の
町
だ
。
青
春
の
町
だ
。

僕
は
こ
の
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
氣
分
を
、
出
束
る
だ
け
舞
基

に
現
は
さ
う
と
考
へ
て
ゐ
る
。
朗
ら
か
に
、
愉
快
に
ー
。
ど
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レ
ー
マ
ン

中略）

（中略）

一
同

レ
ー
マ
ン

(26) 

う
か
う
ま
く
行
っ
て
く
れ
る
と
い
し
か
、
と
祈
り
な
が
ら
。

こ
こ
で
も
堀
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
を
「
高
等
学
校
時
代
か
ら
の
憧
れ

の
地
」
と
称
し
て
い
る
。
ま
た
、
舞
台
で
再
現
す
る
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル

ク
、
そ
し
て
学
生
の
空
気
感
を
「
朗
ら
か
」
「
愉
快
」
と
表
現
し
て

い
る
。
そ
こ
に
は
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
に
見
ら
れ
る
よ

う
な
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
窺
え
な
い
。
そ
れ
で
は
、
『
ユ
ン
グ
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
と
は
い
か
な
る
作
品
だ
っ
た
の
か
、
見
て
い
き

（切）

た
い
。ま
ず
、
「
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
の
特
徴
と
し
て
、
「
思

ひ
出
』
か
ら
台
詞
を
流
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
冒
頭

は
居
酒
屋
の
場
面
で
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
二
幕
の
冒

頭
と
似
通
っ
た
場
面
設
定
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
で
き
る
。

次
に
そ
の
例
を
挙
げ
る
。

「
あ
＇
忙
し
い
忙
し
い
。
突
然
倶
築
部
の
集
會
を
申

込
ん
で
来
る
な
ん
て
、
學
生
さ
ん
も
氣
が
利
か
な
い
」

ヘ
レ
ー
ネ
「
早
く
し
な
く
ち
や
駄
目
で
す
よ
、
レ
ー
マ
ン
。
も

う
六
時
半
だ
か
ら
ね
」

ヘ
レ
ー
ネ

「え
A

と
：
・
…
卓
子
の
位
置
は
ど
う
す
る
か
な
」

「
ザ
ク
セ
ン
組
合
の
連
中
は
、
向
ふ
の
庭
が
い
、
で

レ
ー
マ
ン
「
ぢ
や
、
そ
の
右
が
シ
ュ
ワ
ア
ベ
、
そ
の
前
が
ザ
ク

ソ
、
ブ
ル
ッ
セ
、
そ
の
左
が
ウ
エ
ス
ト
ハ
ア
レ
、
そ
れ
か
ら

レ
ナ
ー
ネ
…
…
」

こ
れ
は
、
ロ
ベ
ル
ト
た
ち
が
居
酒
屋
で
会
合
を
開
く
前
の
準
備
の
風

景
を
描
い
た
も
の
で
、
レ
ー
マ
ン
は
居
酒
屋
の
主
人
、
レ
ー
マ
ン
は

そ
の
妻
で
あ
る
。
な
お
、
ロ
ッ
テ
ィ
は
こ
の
二
人
の
娘
で
あ
る
。
こ

の
場
面
で
の
二
人
の
会
話
は
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
二
幕

冒
頭
で
リ
ュ
ー
ダ
ー
と
そ
の
妻
が
宴
会
の
準
備
を
し
て
い
る
と
き
の

会
話
を
坊
彿
と
さ
せ
る
。
ま
た
、
レ
ー
マ
ン
も
リ
ュ
ー
ダ
ー
同
様
、

学
生
団
ご
と
に
椅
子
を
準
備
し
て
い
る
が
、
松
居
松
葉
版
『
思
ひ
出
』

と
学
生
団
の
名
前
が
挙
が
る
順
番
ま
で
同
じ
で
あ
る
。

ま
た
、
ロ
ッ
テ
ィ
に
対
し
て
学
生
た
ち
が
か
け
る
声
も
、
『
ア
ル

ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
で
学
生
た
ち
が
ケ
ー
テ
ィ
に
か
け
る
声

と
酷
似
し
て
い
る
。

松
居
松
葉
版
『
思
ひ
出
』
第
二
幕
第
五
景

ウ
エ
デ
ル
ホ
ー
ラ
ア
、
ケ
テ
イ
イ
ー
・

ケ
テ
イ
イ ケ
テ
イ
イ
ー
・
ケ
テ
イ
イ
ー
・

（
傍
若
無
人
に
笑
っ
て
）
皆
さ
ん
、
氣
が
違
っ
た
の
。

せ
う
」
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ウ
エ
デ
ル
（
前
略
）
諸
君
、
五
月
の
月
に
は
、
わ
れ
わ
れ
は
誰

に
光
榮
の
冠
を
さ
さ
げ
た
も
の
で
せ
う
婦
徳
と
、
美
と

に
で
せ
う
。
（
笑
ひ
な
が
ら
）
ケ
テ
イ
イ
、
ぢ
つ
と
し
て
お
い
で
、

諸
君
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
に
於
て
、
最
も
美
し
い
、
最
も
優

し
い
、
最
も
淑
徳
の
夫
人
は
ケ
テ
イ
イ
で
あ
り
ま
す
。

「
ュ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
第
二
場

學
生
達
「
ホ
ル
ラ
ア
、
ロ
ッ
テ
イ
ー
ホ
ル
ラ
ア
、
ロ
ッ
テ
イ
ー
．
」

ロ
ッ
テ
ィ
「
い
や
あ
ね
、
何
故
そ
ん
な
に
騒
ぐ
の
」

ブ
ル
ッ
ク
「
諸
君
、
僕
は
ロ
ッ
テ
イ
の
美
に
敬
意
を
表
し
て
、

乾
杯
す
る
。
（
コ
ッ
プ
を
と
つ
て
）
プ
ロ
ー
ジ
ッ
ト
ー
・
（
飲
む
）
」

以
上
の
様
に
、
台
詞
だ
け
見
て
も
か
な
り
類
似
し
た
表
現
を
用
い
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
堀
は
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
、
ま

た
は
そ
の
翻
訳
台
本
で
あ
る
「
思
ひ
出
』
か
ら
相
当
影
響
を
受
け
て

『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
を
仕
上
げ
た
。
そ
の
極
め
つ
け
が

以
下
の
台
詞
で
あ
る
。

ク
ラ
ウ
ス

「
さ
、
諸
君
、
も
っ
と
陽
氣
に
や
れ
。
空
は
青
く
、

僕
達
は
若
い
。
そ
し
て
こ
、
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
だ
」

こ
れ
は
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
を
象
徴
す
る
台
詞
、
「
時

は
五
月
だ
。
我
等
は
若
い
。
そ
し
て
こ
こ
は
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
だ
」

を
思
わ
せ
る
。
こ
の
作
品
に
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
モ

チ
ー
フ
を
持
ち
込
も
う
と
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
当
然
な
が
ら
『
チ
ャ
ー
リ
ー
の
お
ば
さ
ん
』
の
筋
立

て
を
利
用
し
た
こ
の
作
品
の
プ
ロ
ッ
ト
は
、
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ク
』
と
は
全
く
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
『
チ
ャ
ー
リ
ー
の
お
ば

さ
ん
』
は
喜
劇
で
あ
り
、
そ
の
筋
立
て
に
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ

ム
は
存
在
し
な
い
。
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
は
あ
く
ま
で
『
ア

ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
モ
チ
ー
フ
を
表
層
的
に
応
用
し
た

も
の
に
過
ぎ
な
い
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
堀
は
こ
の
作
品
で

学
生
生
活
の
「
朗
ら
か
さ
」
「
愉
快
さ
」
を
描
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

宝
塚
少
女
歌
劇
に
と
っ
て
、
「
朗
ら
か
」
は
キ
ー
ワ
ー
ド
と
も
い

え
る
言
葉
で
あ
る
。
時
期
は
前
後
す
る
が
、
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル

ベ
ル
ヒ
』
の
上
演
か
ら
三
年
後
の
一
九
三
四
年
、
東
京
宝
塚
劇
場

が
開
場
し
た
際
に
、
小
林
一
三
は
「
朗
ら
か
に
、
清
く
正
し
く
美

し
く
」
の
コ
ピ
ー
を
提
唱
し
て
い
る
。
宝
塚
の
舞
台
は
朗
ら
か
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
堀
が
「
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』

に
お
い
て
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
よ
り
も
学
生
生
活
独
特
の
愉
快

さ
や
朗
ら
か
さ
を
重
視
し
た
の
な
ら
ば
、
そ
れ
は
『
思
ひ
出
」
に

お
い
て
も
五
幕
に
二
幕
の
学
生
生
活
の
描
写
を
流
用
し
、
よ
り
「
ホ

ワ
イ
ト
」
を
強
調
し
た
結
果
と
な
っ
た
こ
と
の
理
由
に
も
な
る
だ

ろ
う
。
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「
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
j

と
い
う
題
名
も
象
徴
的
で
あ
る
。

『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
が
「
古
き
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
、

つ
ま
り
過
去
を
懐
か
し
む
題
名
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
ユ
ン
グ
・
ハ

イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
は
「
若
き
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
と
い
う
意
味
で

あ
り
、
今
現
在
の
若
さ
を
誇
り
、
青
春
を
謳
歌
す
る
題
名
に
な
る

か
ら
で
あ
る
。
宝
塚
に
お
け
る
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」

の
受
容
は
、
そ
の
根
底
を
な
す
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
よ
り
も
、

表
層
的
な
学
生
生
活
の
愉
快
さ
、
朗
ら
か
さ
に
重
点
が
置
か
れ
た

の
で
あ
る
。

宝
塚
少
女
歌
劇
の
機
関
誌
『
歌
劇
』
一
九
三
一
年
―
一
月
号
の

読
者
投
稿
欄
「
高
声
低
声
」
に
は
「
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』

に
関
す
る
劇
評
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
―
つ
は
以
下
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
。

明
る
＜
朗
か
な
學
生
氣
分
の
横
溢
す
る
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ

ル
ヒ
は
爽
快
な
秋
に
ふ
さ
わ
し
き
作
、
舞
蓋
よ
り
感
じ
ら
れ
る

若
き
學
生
氣
分
は
賓
塚
が
も
つ
純
慎
な
朗
か
さ
に
よ
っ
て
の

み
醸
し
出
さ
れ
る

こ
の
劇
評
は
、
学
生
生
活
を
明
る
＜
朗
ら
か
な
も
の
と
と
ら
え
た
上

で
、
そ
の
学
生
生
活
の
空
気
感
は
純
真
で
朗
ら
か
な
宝
塚
で
こ
そ
演

じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
評
し
て
い
る
。
こ
の
公
演
評
は
、
小
林
が

前
述
の
モ
ッ
ト
ー
を
掲
げ
る
前
か
ら
、
朗
ら
か
で
明
る
い
、
そ
し
て

純
真
と
い
っ
た
宝
塚
の
イ
メ
ー
ジ
を
観
客
も
ま
た
共
有
し
て
い
た
こ

と
の
根
拠
と
な
る
。
ま
た
、
堀
の
目
指
し
た
「
朗
ら
か
」
で
「
愉
快
」

と
い
っ
た
学
生
生
活
の
イ
メ
ー
ジ
の
再
現
が
成
功
し
て
い
た
こ
と
を

見
て
取
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

一
方
で
、
「
高
声
低
声
」
欄
に
は
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』

に
対
し
て
は
批
判
的
な
劇
評
も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
大
學
生
活
の
表
現
が
作
者
の
意
圏
で
あ

る
な
ら
ば
成
功
と
は
い
へ
ま
い
。
綺
麗
な
大
學
生
を
な
ら
べ
た

だ
け
で
は
歴
力
を
受
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

こ
れ
は
こ
の
作
品
の
あ
ま
り
に
朗
ら
か
な
作
風
に
対
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
。
原
作
の
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
で
は
二
幕
で
決
闘

を
し
た
学
生
の
姿
が
描
か
れ
る
な
ど
、
荒
々
し
い
学
生
の
姿
も
描
か

れ
る
。
朗
ら
か
さ
、
「
ホ
ワ
イ
ト
」
に
徹
し
た
宝
塚
の
学
生
生
活
描

写
は
実
際
の
学
生
生
活
と
は
現
実
離
れ
し
た
も
の
だ
っ
た
の
か
も
し

れ
な
い
。
な
お
、
こ
の
劇
評
の
投
稿
者
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
は
「
正
男
」

と
な
っ
て
お
り
、
男
性
投
稿
者
の
可
能
性
が
高
い
。
実
際
に
学
生
生

活
を
送
っ
た
人
物
か
ら
の
投
稿
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
学
生
生
活
の

実
態
と
の
乖
離
を
感
じ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

「
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
は
『
チ
ャ
ー
リ
ー
の
お
ば
さ
ん
』
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堀
正
旗
は
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
か
ら
「
ホ
ワ
イ
ト
」
、

す
な
わ
ち
朗
ら
か
さ
を
抽
出
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
作
品
は
本
来
、

そ
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
主
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、

多
く
の
旧
制
高
校
生
や
帝
大
生
か
ら
自
ら
の
青
春
と
同
一
視
さ
れ
、

愛
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
朗
ら
か
」
を
信
条
と
す
る
宝
塚

で
は
、
学
生
生
活
の
愉
快
さ
、
朗
ら
か
さ
を
描
く
こ
と
に
こ
そ
重

点
が
置
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
堀
版
「
思
ひ
出
』
の
改
変
、

そ
し
て
喜
劇
の
筋
を
元
に
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
の
表

お
わ
り
に

の
筋
立
て
か
ら
借
用
し
た
入
れ
替
わ
り
の
喜
劇
と
い
う
テ
ー
マ
に
、

表
層
的
な
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
モ
チ
ー
フ
を
重
ね

た
も
の
で
あ
っ
た
。
喜
劇
に
学
生
生
活
の
朗
ら
か
さ
を
重
ね
た
こ

の
作
品
は
、
逍
遥
の
言
葉
を
借
り
る
な
ら
、
極
め
て
「
ホ
ワ
イ
ト
」

の
強
い
も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
ブ
ラ
ッ
ク
」
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

も
存
在
せ
ず
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
は
存
在
し
な
い
。
し
か
し
、

そ
れ
は
宝
塚
少
女
歌
劇
の
「
純
真
」
「
朗
ら
か
」
と
い
っ
た
特
性
に

合
わ
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
二

0
年
上
演
の
堀
版
『
思

ひ
出
』
の
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
の
希
薄
さ
、
学
生
生
活
の
朗
ら

か
さ
に
重
点
を
置
い
た
作
風
も
そ
の
特
性
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
ら
れ
よ
う
。

注 面
的
な
要
素
を
持
ち
込
ん
だ
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
は
、

こ
の
宝
塚
の
特
性
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

堀
は
、
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
を
発
表
し
て
―
―
一
年
後
の

一
九
三
四
年
、
『
青
春
』
を
発
表
す
る
。
こ
の
作
品
も
ま
た
、
ハ
イ

デ
ル
ベ
ル
ク
大
学
の
学
生
生
活
を
描
い
た
も
の
だ
が
、
朗
ら
か
で

愉
快
な
『
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
と
異
な
り
、
主
人
公
ヘ

ル
マ
ン
の
英
雄
的
な
死
を
以
て
話
が
閉
じ
ら
れ
る
悲
劇
で
あ
る
。

「
宝
塚
ら
し
く
な
い
」
と
堀
自
ら
評
し
た
こ
の
悲
劇
に
、
『
ア
ル
ト
・

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
の
「
朗
ら
か
な
」
学
生
生
活
の
描
写
を
如
何

に
し
て
流
用
し
た
の
か
、
稿
を
改
め
て
検
討
し
た
い
。

(
l
)
市
川
明
「
宝
塚
歌
劇
と
カ
イ
ザ
ー
の
「
二
つ
の
ネ
ク
タ
イ

l
1堀
正

旗
が
残
し
た
も
の
ー
」
「
演
劇
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
イ
ヴ
日
本
x
ド
イ
ツ
』

谷
川
道
子
、
秋
葉
裕
一
絹
、
早
稲
田
大
学
出
版
部
、
二
0
1
0
年
、
一

五
九
頁
。

(2)
番
匠
谷
英
一
翻
訳
『
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
（
岩
波
文
庫
、
一
九
三

五
年
）
に
拠
る
。

(
3
)
厳
谷
小
波
「
『
思
ひ
出
』
の
思
ひ
出
」
『
演
芸
倶
楽
部
」
一
九
一
三
年
三

月
号
、
博
文
館
、
四
一
頁
。

(
4
)
松
居
真
玄
「
思
ひ
出
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
j

近
代
文
芸
社
、

一
九
一
三
年
、
一
ー
ニ
頁
。
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(
5
)
李
応
寿
「
玄
界
灘
を
渡
っ
た
川
上
音
二
郎
」
「
日
本
研
究
j

ニ
ニ
、
国
際

日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二

0
0
0
年
、
五
八
頁
。

(
6
)
番
匠
谷
英
一
翻
訳
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
」
岩
波
文
庫
、
一
九

三
五
年
、
あ
と
が
き
よ
り
。

(
7
)
清
見
陸
郎
「
「
思
ひ
出
」
を
見
て
」
「
演
芸
画
報
j

―
九
一
三
年
三
月
号
、

演
芸
画
報
社
‘
―
二
六
頁
。

(8)
秋
田
雨
雀
「
坪
内
博
士
の
た
め
に
悲
む
」
『
演
芸
画
報
J

―
九
一
三
年
三

月
号
、
演
芸
画
報
社
、
一
五
五
ー
一
五
六
頁
。

(9)
黒
田
鵬
心
「
青
山
よ
り
』
趣
味
叢
書
発
行
所
、
一
九
一
五
年
、
三

0
七
頁
。

(10)
黒
田
鵬
心
、
前
掲
書
、
三

0
四
ー
三

0
五
頁
。

(11)
依
岡
隆
児
「
旧
制
高
校
か
ら
み
た
「
青
春
」
概
念
の
形
成
」
鈴
木
貞
美
、

劉
建
輝
編
『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知
的
交
流
=Intellectual
e
x
c
h
a
n
g
e
 

in 
m
o
d
e
r
n
 E
a
s
t
 A
s
i
a
 :
キ
イ
・
コ
ン
セ
プ
ト
の
再
検
討
」
、
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二

0
一
三
年
、
三
三
五
頁
。

(12)
丸
木
砂
土
『
青
春
独
逸
男
而
]
洋
戯
文
集
」
文
芸
春
秋
社
、
一
九
二
九
年
、

ニ
ニ
四
頁
。

(13)
柳
沢
健
「
世
界
の
花
束
J

コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
社
、
一
九
四
八
年
、
六
八

ー
七

0
頁。

(14)
秋
田
雨
雀
前
掲
論
、
一
五
四
ー
一
五
五
頁
。

(15)
雨
雀
の
評
価
は
、
セ
ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
が
文
芸
的
な
評
価
の
低
さ
と

表
裏
一
体
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

(16)
堀
は
京
都
の
第
三
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
た
。
な
お
、
京
都
の
学
生

の
間
で
も
「
ア
ル
ト
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
』
が
広
く
受
容
さ
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
資
料
が
近
藤
浩
一
路
の
『
校
風
漫
画
」
（
博
文
館
、
一
九
一
五
年
）

で
あ
る
。
漫
画
家
の
近
藤
に
よ
っ
て
各
高
校
、
大
学
の
校
風
が
イ
ラ
ス

ト
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
た
同
書
二
六
五
ー
ニ
六
七
頁
に
は
、
京
都
帝
大

医
科
の
学
生
た
ち
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
前
略
）
彼
等
同
志
の
夜
学
の
一
科
と
し
て
飽
か
ず
通
ひ
つ
め
て
行
く
先
き

は
新
京
極
は
歌
舞
伎
座
の
裏
通
、
彼
等
の
所
謂
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
で
あ
る
。

ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
と
は
、
彼
等
が
智
慧
嚢
を
絞
つ
て
凝
り
に
凝
つ
た
尊
稲

で
賓
は
小
林
と
申
す
、
イ
ヤ
モ
ウ
チ
ッ
ポ
ケ
な
縄
暖
簾
式
居
酒
屋
の
事

ー
賤
ヶ
伏
屋
に
降
る
雪
か
、
色
白
妙
の
其
名
も
お
玉
さ
ん
と
て
年
は
十

八
、
京
人
形
そ
ッ
く
り
の
女
菩
薩
が
此
の
家
の
秘
蔵
娘
と
こ
そ
は
知
れ
た

れ
、
彼
等
は
又
こ
の
お
玉
さ
ん
を
キ
チ
ニ
ー
と
名
づ
け
て
そ
の
不
即
不
離

の
京
式
御
愛
嬌
を
天
下
一
品
の
景
物
に
し
て
其
日
々
々
の
大
恐
悦
、
お
蔭

を
以
て
、
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
の
繁
昌
は
大
し
た
も
の
い
つ
の
ぞ
い
て
も
角

帽
連
の
絶
え
た
事
は
な
い
。

(17)
『
宝
塚
歌
劇
一

0
0
年
史
虹
の
橋
渡
り
続
け
て
舞
台
編
j

宝
塚
歌

劇
団
、
二

0
一
四
年
、
四
二
頁
。

(18)
「
宝
塚
歌
劇
一

0
0
年
史
虹
の
橋
渡
り
続
け
て
舞
台
編
j

四
二
頁
。

(19)
堀
正
旗
「
僕
の
虚
女
上
演
物
語
歌
劇
『
ア
ル
ト
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
」

「
宝
塚
国
民
座
」
一
九
三

0
年
九
月
号
、
宝
塚
国
民
座
、
一
八
頁
。

(20)
堀
正
旗
「
「
思
ひ
出
」
思
ひ
出
」
「
歌
劇
j

―
九
三
三
年
四
月
号
、
宝
塚

少
女
歌
劇
団
、
七
三
頁
。

(21)
「
私
は
幼
少
の
頃
か
ら
何
故
だ
か
獨
逸
と
い
ふ
國
が
好
き
だ
っ
た
。
獨
逸

へ
行
き
た
い
！
と
は
私
の
中
學
時
代
か
ら
の
念
願
だ
っ
た
。
一
昨
年
の

初
夏
に
、
海
外
留
學
の
こ
と
が
決
定
し
た
時
、
私
は
こ
の
宿
望
を
達
し

得
ら
れ
る
悦
び
に
雀
躍
り
し
た
。
」
（
堀
正
旗
「
伯
林
劇
壇
の
回
顧
i
そ
の
一

|
」
「
歌
劇
j

―
九
三
0
年
二
月
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
八
頁
）
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(22)
堀
は
古
回
校
二
年
の
時
に
肺
結
核
が
発
症
し
、
療
養
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

い
る
。

(23)
松
居
松
葉
訳
版
に
つ
い
て
は
「
世
界
戯
曲
全
集
独
逸
近
代
劇
集
j

(世

界
戯
曲
全
集
刊
行
会
、
一
九
一
一
九
年
）
所
収
の
も
の
を
参
照
、
堀
正
旗
版
に

つ
い
て
は
「
宝
塚
少
女
歌
劇
脚
本
集
j

―
九
二

0
年
一
＿
一
月
号
（
宝
塚
少
女

歌
劇
団
）
所
収
の
も
の
を
参
照
し
た
。

(24)
以
下
に
参
考
と
し
て
、
松
居
松
葉
版
と
堀
正
旗
版
両
方
の
、
カ
ー
ル
・

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
が
再
び
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ク
ヘ
や
っ
て
米
て
い
る
こ
と
を

ケ
ー
テ
ィ
が
知
り
、
二
人
が
再
会
す
る
場
面
を
挙
げ
る
。

松
居
松
葉
版
『
思
ひ
出
j

第
五
幕
第
十
景

ケ
テ
イ
イ
（
入
り
来
る
）
そ
ん
な
事
が
あ
る
も
の
か
。
み
ん
な
で
墟
ば

か
り
つ
い
て
る
ん
だ
わ
。
（
烈
し
く
興
密
し
て
探
し
も
と
め
る
）
そ
ん

な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
。
（
前
を
見
て
。
突
然
太
公
の
姿
目
に
入
る
。

絶
叫
し
て
そ
の
方
へ
飛
ん
で
行
く
）
カ
ア
ル
・
ハ
イ
ン
ツ
ー
・

太
公
ケ
テ
イ
イ
ー
・

ケ
テ
イ
イ
カ
ア
ル
・
ハ
イ
ン
ツ
ー
・
カ
ア
ル
・
ハ
イ
ン
ツ
ー
・

太
公
ケ
テ
イ
イ
ー
•
あ
あ
ケ
テ
イ
イ
ー
・
（
ケ
テ
イ
イ
は
わ
れ
を
忘
れ
し

如
く
太
公
に
し
が
み
つ
く
）
わ
し
を
ご
党
、
ケ
テ
イ
イ
ー
•
長
き
間
。

ケ
テ
イ
イ
あ
あ
、
あ
な
た
又
蹄
つ
て
束
て
下
す
つ
て
ね
。

堀
正
旗
版
『
思
ひ
出
』

ケ
テ
イ
イ
（
入
る
来
る
）
「
そ
ん
な
こ
と
が
あ
る
も
の
か
み
ん
な
で
嘘
ば

か
り
つ
い
て
る
ん
だ
わ
（
烈
し
く
i

几
奮
し
て
探
し
求
め
る
）
そ
ん
な
こ
と

が
あ
る
も
の
か
（
前
を
見
て
突
然
大
公
の
姿
が
目
に
入
る
絶
叫
し
て
そ
の
方
へ

飛
ん
で
行
く
）
お
、
カ
ア
ル
、
ハ
イ
ン
ツ
ー
・
」

大
公
「
ケ
テ
イ
イ
ー
」

ケ
テ
イ
イ
「
カ
ア
ル
、
ハ
イ
ン
ツ
ー
．
、
カ
ア
ル
、
ハ
イ
ン
ツ
ー
・
」

大
公
「
ケ
テ
イ
イ
！
、
あ
、
ケ
テ
イ
イ
ー
（
ケ
テ
イ
イ
は
我
を
忘
れ
て
大
公

に
し
が
み
つ
く
）
わ
し
を
ご
覧
ケ
テ
イ
イ
ー
・
（
長
き
間
）
」

ケ
テ
イ
イ
「
あ
ヽ
、
あ
な
た
又
蹄
つ
て
来
て
下
す
つ
て
ね
」

(
2
5
)
B
r
a
n
d
o
n
 T
h
o
m
a
s
,
 
C
h
a
r
l
e
y
'
s
 A
u
n
t
,
 
S
a
m
u
e
l
 F
r
e
n
c
h
,
 Inc., 

L
o
n
d
o
n
,
 1
9
3
5
.
 

(26)
堀
正
旗
「
「
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
」
朗
ら
か
に
愉
快
に
と
」
『
歌
劇
」

一
九
三
一
年
一

0
月
号
、
宝
塚
少
女
歌
劇
団
、
ニ
ニ
頁
。

(27)
「
ユ
ン
グ
・
ハ
イ
デ
ル
ベ
ル
ヒ
』
台
本
に
つ
い
て
は
『
宝
塚
少
女
歌
劇
脚

本
集
」
一
九
一
＿
二
年
一

0
月
号
（
宝
塚
少
女
歌
劇
団
）
を
参
照
し
た
。
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